第１号様式（第５条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○○年○月○○日

世田谷区長　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　出店予定者（施設設置者）

（住所）○○県○○市○○町○○番地
　　　　　　　　　　　　　　　（名称）○○興産株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　○○○○（○○）○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　出店予定者（営業予定者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住所）東京都○○区○○○　○丁目○番○号
　　　　　　　　　　　　　　　　（名称）株式会社○○ストア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　○○（○○○○）○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住所）東京都○○区○○○　○丁目○番○号
　　　　　　　　　　　　　　　（名称）株式会社○○商店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　○○（○○○○）○○○○

特定商業施設計画届出書

　特定商業施設の新設を計画しているので、下記の通り届け出ます。

記

１　特定商業施設の名称、所在地及び敷地面積

　　　名　称：（仮称）○○○○○ビル　　※　正式決定後届出願います。
　　　所在地：世田谷区○○○　○丁目○○番○○号
　　　　　　（世田谷区○○○　○丁目○○○○番地）

　　　　　　　※　住居表示付定前は、番まで

※　地番を併記願いします。
　　　敷地面積：○○○．○○㎡　　※　小数点第２位まで
２　特定商業施設を新設する日

　　　令和○○年○月○日（○曜日）※　施設内に複数店舗があるときは、最も早い開店予定日を記入
３　特定商業施設の店舗面積の合計

　　　○，○○○㎡

４　特定商業施設で営業を行う店舗の名称及び店舗面積

	
	店舗の名称
	店舗面積（㎡）

	１
	○○○ストア○○○店（小売業）
	○○○㎡　※　売り場等の面積

	２
	コンビニ・未定（小売業）
	○○○㎡　※　売り場等の面積

	３
	レストラン○○○（飲食店）
	○○○㎡　※　食堂部分等の面積

	４
	シネマ○○○（興行場）
	○○○㎡　※　観覧席の面積

	５
	レンタル○○（音楽・映像記録物賃貸業）
	○○○㎡　※　陳列スペース等の面積


　　※　店舗未定の場合は、決定次第届出願います。
５　特定商業施設の配置に関する事項

　⑴　駐車場の位置、構造及び収容台数

	　　
	位置
	出入口
	構　造
	収容台数
	参照図面

	１
	建物内　地下○階
	○か所
	循環機械式
	○○台
	○頁　№○

	２
	建物外　○側
	○か所
	平面自走式
	○○台
	○頁　№○

	合計
	
	
	
	○○台
	


※　位置は、専用ビル、敷地外駐車場、専用借上げ駐車場、提携駐車場等あり。

※　標準的な１台当たりの駐車面積は、５．０ｍ×１１．５ｍとする。

※　来店客以外の駐車場（他社営業者用、自社業務用、従業員通勤用、荷さばき用、廃棄物搬出用、荷さばき待機用、同一施設内事業者用、併設居住者用、一般有料利用等）及び来客用提携駐車場があれば、添付書類に記載願います。
　⑵　駐輪場の位置、構造及び収容台数

	
	位置
	構造
	収容台数
	参照図面

	１
	建物正面１階
	平置き式
	○○台
	○頁　№○

	２
	建物外　○側
	ラック式
	○○台
	○頁　№○

	合計
	
	
	○○台
	


※　標準的な１台当たりの駐輪面積は、２．０ｍ×０．６ｍとする。

　⑶　荷さばき施設の位置及び面積

	　　
	　　　　　　　位置
	　　　　面積
	参照図面

	１
	建物内○階　○側
	　　　○○○㎡
	○頁　№○


　⑷　廃棄物等の保管施設の位置及び容量

	　　
	　　　　　　　位置
	　　　　容量
	参照図面

	１
	建物内○階（事業系一般廃棄物）
	　　　○○㎥
	○頁　№○

	２
	建物内○階（再利用対象物）
	○○㎥
	○頁　№○

	合計
	
	○○㎥
	


※　参照図面に容量の算定根拠となる高さを付記してください。

６　特定商業施設の運営方法に関する事項

　⑴　店舗の開店時刻及び閉店時刻

	
	店舗の名称
	開店時刻
	閉店時刻

	１
	○○○ストア○○○店
	午前○時○○分
	午後○時○○分

	２
	コンビニ・未定
	（２４時間）
	（２４時間）

	３
	レストラン○○○
	午前○時○○分
	午後○時○○分

	４
	シネマ○○○
	午前○時○○分
	午後○時○○分

	５
	レンタル○○○
	午前○時○○分
	午後○時○○分


※　開店（閉店）時刻は、年間を通じて最も早い（遅い）時刻を記入願います。

　⑵　駐車場の利用時間帯及び運営方法

	
	位置
	利用時間帯
	運営方法

	１
	建物内

地下○階
	午前○時○○分

～午後○時○○分
	常駐誘導員により入出庫誘導及び機械操作等を行う。

	２
	建物外

○側
	午前○時○○分

～午後○時○○分
	常駐誘導員により待機スペースへ誘導。無人ゲートより、場内を自走。監視カメラあり。


※　周辺道路での誘導は、添付資料２⑴に記載願います。

　⑶　駐輪場の利用時間帯及び運営方法

	
	位置
	利用時間帯
	運営方法

	１
	建物正面

１階
	午前○時○○分

～午後○時○○分
	駐輪場への誘導を含め、整理員を常駐させ、整列させる。

	２
	建物外

○側
	午前○時○○分

～午後○時○○分
	店舗警備員により巡回整列させる。


　⑷　荷さばきの実施時間帯及び搬出入車両の稼動時間帯

	
	位置
	荷さばきの実施時間帯
	搬出入車両の稼動時間帯

	１
	建物内

○階○側
	午前○時○○分～午後○時○○分
	午前○時○○分～午後○時○○分


⑸　廃棄物等の保管、処理及び運搬方法

	保管方法
	厨芥は、密閉容器で保管。店舗内発生及びリサイクル回収した再利用対象物は、分別保管。

	処理方法
	空き缶は、分別後圧縮。

	運搬方法
	種別毎に、毎日１回、廃棄物処理業者２トン車により委託回収させる。


※　再利用対象物の種類は、添付資料１⑸に記載願います。

　ここに記載されたものは、届出済事項となります。記入内容に変更が生じた場合は、変更（事項）届が必要となります。運営方法等の記入要領には、十分ご配意願います。
（添付書類の記入例）

⑴　周辺案内図、建物配置図及び各階平面図

※　できるだけＡ４判又はＡ３判のサイズで願います。

※　色は１色とし、カラーコピーは避け、必要に応じて斜線や網かけを活用願います。

⑵　世田谷区特定商業施設の立地に伴う生活環境の保全のための要綱別表に掲げる事項を掲載した書類

１　特定商業施設の配置及び運営方法を定めるに当たり配慮すること

　⑴　駐車場の収容台数に関すること

　　①　世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例（第１４条関係）

　　　による必要設置台数　　　　
台

　　②　東京都駐車場条例（第１７条関係）による附置義務台数　　
台

　　③　来店者の交通手段別割合

	
	自動車
	自転車・バイク
	徒歩
	電車・バス
	その他

	平日
	％
	％
	％
	％
	％

	土休日
	％
	％
	％
	％
	％


　　④　混雑時間帯の駐車需要（最多台数）予測

	平日
	ピーク時間帯
	～
	台

	土休日
	ピーク時間帯
	～
	台


　　　

　・　混雑時間帯における最多台数　　　　　≦駐車場の収容台数


　　　　・　満車時間帯における最多台数　　　　　≦駐車場の収容台数＋待機スペース台数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋提携駐車場への誘導台数

※　特定曜日、特定季節の混雑が顕著な場合は、その内容を記載願います。

※　施設内店舗による著しい差異があり、内訳が予測できる場合は記載願います。

　　⑤　他の駐車需要との区分

	駐車需要
	対応方法と台数
	参照図面

	他社営業者用
	閑散時間帯に来客用兼用
	○頁　　№○

	自社業務用
	閑散時間帯に荷さばき待機用駐車場を利用
	○頁　　№○

	従業員通勤用
	必要な場合は各自が別途近隣で自費確保
	○頁　　№○

	荷さばき用
	荷さばき施設内に２台分確保
	○頁　　№○

	廃棄物搬出用
	廃棄物等搬出口に１台分確保
	○頁　　№○

	荷さばき待機用
	荷さばき施設脇に１台分確保
	○頁　　№○

	同一施設内事業所用
	事業所用専用駐車場○○台分あり
	○頁　　№○

	併設居住者用
	居住者用専用駐車場○○台分あり
	○頁　　№○

	来客用提携駐車場
	近隣で最大○台分の提携あり
	○頁　　№○


	　⑵　その他駐車場に関すること

出入口の位置

（東京都建築安全条例第２７条関係）
	曲がり角から○ｍ、

小学校等の出入口から○ｍ

	出入口が面する道路の幅員
	車道部分：片側１車線、各３．５ｍ

ガードレール内側幅：両側各１ｍ

	出入口が面する道路の交通規制状況
	午後１０時～翌午前６時まで大型車通行制限あり

	出入口が面する道路の交通環境
	平日１６～１７時のみ信号１回待ち渋滞あり。

路線バス１日片側○本

	出入口周辺における歩行者の交通安全
	歩道と歩道状環境空地の設置により安全確保が可能。○○小学校指定通学路

	入庫待ち車両の待機スペースの確保
	入場ゲートまでの走路上に○台分

	近隣住居に与える騒音の抑制策
	駐車場周囲に遮音壁を設置

駐車場及び業務用施設を地下に配置

	近隣住居に与える振動の抑制策
	駐車場内の路面の段差解消

排水蓋等を走路外に配置

	近隣住居に与える大気汚染（排気ガス）の抑制策
	走路の勾配の緩斜化。地下駐車場内排気をフィルター浄化。駐車場周囲に緑地帯を設置


　⑶　駐輪場に関すること

　　①　世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例（第１４条関係）

　　　による必要設置台数　
台

　　②　世田谷区自転車条例（第２８条関係）による附置義務台数　
台

　　③　混雑時間帯の駐輪需要（最多台数）予測

	平日
	最混雑時間帯
	　　　　～
	　　　　　　　　　台

	土休日
	最混雑時間帯
	　　　　～
	　　　　　　　　　台


　　④　駐輪場の配置及び運用について

	駐輪場内の整列誘導等
	※　世田谷区自転車条例「附置義務自転車等駐車場設置指導基準」を参照の上、計画中の内容を記入願います。

	駅前等における通勤通学用自転車との区分
	閉店後～開店３０分前まで、ゲートにより封鎖及び施錠する。

	自転車利用者の利便性に配意した駐輪場施設の配置
	道路から店舗入口に至る利用者動線上に主たる駐輪場を設置する。


　⑷　荷さばきに関すること

	１日来店車両数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

	納品車等の最大トン数
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トン

	納品車等の最大車幅
	　　　　　　　　　　　　　　　　　メートル

	納品車等の最長車長
	メートル

	納品車等の最高軒高
	メートル

	来店集中時間帯
	　　　　　　　　　　　～

	
	台


　　　　・　集中時間帯における最多台数　　　　≦荷さばき施設内駐車台数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋荷さばき待機用駐車台数

　　　　・　臨時便については、店舗から来店時間帯を指示する。

　　　　　　配送センターからの定期便については、状況により無線待機を指示する。

　　　　・　荷さばき施設（駐車スペースを含む。）の屋内化により、騒音等の抑制が可能である。

　⑸　廃棄物等に関すること

　　　・　世田谷区清掃・リサイクル条例に基づく届出対象施設

　　　　　　再利用対象物保管場所　適用有・無　　　一般廃棄物保管場所等
適用有・無

	種類

（リ）は再利用対象物
	発生量(Ａ)

　    ｔ
	平均保管

日数(Ｂ)
	見かけ

比重(Ｃ)
	排出予測量㎥

(Ａ×Ｂ)÷Ｃ
	最大容量

㎥

	紙製廃棄物
	雑誌、新聞紙(リ)
	
	
	
	
	

	
	ダンボール(リ)
	
	
	
	
	

	
	牛乳パック(リ)
	
	
	
	
	

	
	ミックスペーパー(リ)
	
	
	
	
	

	
	その他可燃ごみ
	
	
	
	
	

	空き缶瓶
	空き缶(リ)
	
	
	
	
	

	
	空き瓶(リ)
	
	
	
	
	

	厨芥その他
	発泡スチロール(リ)
	
	
	
	
	

	
	ペットボトル(リ)
	
	
	
	
	

	
	廃油(リ)
	
	
	
	
	

	
	厨芥その他
	
	
	
	
	


　　　　　・　再利用対象物の最大容量の合計　　　　　≦再利用対象物保管場所の容量

　　　　　・　廃棄物の最大容量の合計　　　　　≦一般廃棄物保管場所の容量

	廃棄物の飛散・流出、悪臭・害虫等の発生防止
	厨芥保管場所に脱臭装置を設置

廃棄物等保管場所を施設内に配置

	搬出車両の利便
	地下駐車場に廃棄物等搬出専用口と駐車スペースを設置


２　特定商業施設の立地に当たり上記１以外の事項で生活環境に配慮すること

　⑴　（周辺道路の）交通誘導、交通安全、交通渋滞防止等に関すること

	①　円滑な交通処理及び交通安全の観点から設定される主たる誘導経路（東西南北方向からの来店経路及び主たる幹線への帰宅経路）
	周辺案内図に図示

○頁参照

	②　誘導看板等の掲示箇所
	

	③　誘導員の配置箇所、人数、配置日・時間
	

	④　周辺細街路への進入可能経路とその進入回避呼びかけ看板等の標示箇所
	

	⑤　来店車の店舗周辺への違法路上駐車に対する警告看板等の標示箇所
	


　　　　※　オープン時の臨時的対応については、本届出とは別に対応計画を作成し、区及び関係住民等に提示・説明することが望ましい。
	交通渋滞防止策
	①　周辺提携駐車場への利用促進策

	
	②　公共交通機関利用者へのインセンティブの付与策

	
	③　満車時の対応策（断り前へ流す等）

	
	④　チラシ等による車による来店遠慮願いの周知

	
	⑤　地元警察署との協議内容


　⑵　建物、看板、照明等に関すること

	条例・要綱名
	届出対象
	適用の有無

	世田谷区風景づくり条例
	特定の建設行為等
	有・無

	東京都景観条例
	景観基本軸内
	非該当

	東京都屋外広告物条例
	掲出許可区域
	有・無

	世田谷区屋外広告物要綱
	表示板の設置、関係住民への周知
	有・無


	外観への配慮策
	①　風景づくり条例第３０条の「共通の基準」への適合努力策

	
	②　屋外広告物の規模の図示

	
	③　建物完成予想外観図（昼間及び夜間照明時）

	
	④　街並みづくり計画の有無と配慮策

　　（例：商店街灯の整備、ファサードの統一）

	
	⑤　照明灯の位置、方向、照度、点灯時間及び光害防止策

	
	⑥　入出庫のヘッドライトの照射方向と住居への遮光対策


　⑶　騒音、振動等の公害防止に関すること

	条例名
	対象
	適用の有無

	東京都環境確保条例
	深夜制限営業（騒音）
	有・無

	
	指定作業場＝駐車場（騒音、振動）
	有・無


	騒音、振動等の発生防止策
	①　施設の配置（住戸との距離等）

	
	②　施設の構造（遮音への配慮等）

	
	③　設備機器（冷却塔、室外機等）の機能（低騒音型等）、配置

	
	④　荷さばき作業（意識の徹底、機器の選択等）

	
	⑤　駐車場内マナー（前向き駐車、アイドリング禁止の徹底等）

	
	⑥　戸外へのＢＧＭ、営業放送（時間帯、音量、スピーカ配置等）

	
	⑦　吸排気口・ガラリ・ダクトの位置、形状、機能等

	
	⑧　廃棄物等の搬出作業（意識の徹底、機器の選択等）

	
	⑨　納品車、搬出車の重量制限

	工事中の公害防止策
	※　「開発行為等に係る環境配慮制度」手引き中、環境配慮項目「⑴公害の防止　ⅱ）工事中の公害対策」を参照の上、計画中の対策を記入願います。


　　　　※　騒音対策の事例として経済産業省『大規模小売店舗から発生する騒音予測の手引き参考資料編、参考資料１騒音対策の検討例』も参考となります。
⑷　防火水槽に関すること

	条例名
	届出対象
	適用の有・無
	設置容量

	世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例
	防火水槽の設置
	有・無
	○○㎥


※　建物平面図に位置を図示し、容量を記載

※　周辺の防火水槽設置状況は、周辺案内図に図示（設置する場合は不要）。

⑸　バリアフリー対策に関すること

	条例名
	適用の有・無

	世田谷区ユニバーサルデザイン推進条例
	有・無


※　「世田谷区ユニバーサルデザイン推進条例施設整備マニュアル」を参照の上、計画中の対策を記入願います。

⑹　空間・緑地に関すること

	条例名
	届出対象
	適用の有無

	世田谷区みどりの基本条例（世田谷区）
	開発届
	有・無

	世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例
	環境空地の設置
	有・無


※　緑化箇所及び環境空地の位置を平面図に図示願います。

※　周辺街区における連続性として考慮する対象の例としては、①ショッピングプロムナード（区内６箇所）、②セットバックの協定、③緑化協定等による店舗前緑化の推進等があります。

ここに示した対応策等は、あくまで記入例です。当該店舗周辺の特性に合わせて記入願います。
